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は じ め に
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サステナブル社会実現に向けた石油化学産業の役割
• 国際社会では、自然・環境と産業・経済の調和を保ちながら持続的発展を続けていくサステナブル社会を目指し、カーボンニュ－トラルと循環型社会の実現に本格
的に取り組む機運が高まっている。

• 製造業の上流に位置する石油化学産業は、基盤産業として、経済発展と国民生活の向上に大きく貢献してきたが、今後は、カーボンニュ－トラル実現と循環型
社会構築の実現に向け、新たな役割・使命を担っていかねばならない。

石油化学産業構造転換の時間軸と「環境価値」の評価基準・制度設計の検討
• カ－ボンニュ－トラルと循環型社会の実現への取り組みを着実に進めるべく、石油化学産業の構造転換を図るにあたり、我々は二段階の時間軸を想定している。
第一段階は現時点で利用可能な技術を速やかに展開の上既存設備の温室効果ガスの排出を減らす事と同時に、温室効果ガス排出削減に繋がる革新的技術
を開発することである。第二段階は、新規技術群を順次社会実装することで、持続的な開発目標を実現することである。

• 上記のストーリー実現のためには、企業努力のみならず、サプライチェーン全体での協業および制度設計が必要となる。特に、ユーザ－・最終消費者を含めた社会
全体での、製品の環境面での付加価値である「環境価値」の理解と受け入れのため、「環境価値」の正当な評価基準・制度設計の検討が必要である。

サステナブルコンビナートを起点とした地域・社会全体での連携
• 石油化学産業の生産拠点としてのコンビナ－トは、化学産業としてのそのポテンシャルを活かした技術革新により、産業セクタ－間連携による環境配慮型の“サステ
ナブルコンビナ－ト“への転換を目指す。 サステナブルコンビナートは、コンビナート内の産業およびユーザー業界を巻き込み、我が国のカーボンニュ－トラル・資源循
環の取組が集中的に行われる地域インフラ拠点としての機能を果たす。

国際連携
• アジア全体の石油化学製品の需要は依然高伸長が予想され、これに従って、新興国でのCO2排出量の増加やプラスチック投棄による海洋汚染といった問題が懸
念される。こうした新興国の社会課題に対しては、日本の革新技術を用いた製品・製造技術導入により貢献する。欧米諸国とは、グリーンケミカル市場形成に向け
た国際的基準の評価や制度設計面での連携を図る必要がある。



自然・環境と産業・経済の調和を保ちながら持続的発展を続けるサステナブル社会に向け、石油化学産業は、
「化学の力」によるカーボンニュ－トラルと循環型社会の構築に貢献する。
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サステナブル社会実現に向けた石油化学産業の役割

サステナブル
社会実現

自然・環境と産業・経済
の調和を保ちながら持
続的発展を続けていく

社会

循環型
社会実現

CO2
多排出社会

リニア型
経済社会

大量生産・消費廃棄の
直線型

化学の力で
貢献

カーボン
ニュートラル
実現

石油化学
産業

旧来型 未来型
グリ－ン
ケミカル
産業

自己変革



本来、大気中におけるCO2の吸収と排出、海洋における放出と取込量はほぼ均衡するが、産業革命以降化石燃
料の使用、森林伐採などの人類の活動で大気中のCO2が増加したことで均衡が崩れ、地球温暖化の原因となった。
化学産業はソリューションプロバイダーとして、地表に存在する炭素を循環利用し生態系バランスの維持に貢献する。
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参考｜炭素循環型社会実現の重要性

炭素 炭素

化学産業は
ソリュ－ションプロバイダ－として
炭素循環実現を目指す

地中の炭素をこれ以上
消費せず現在地表に存在する

炭素を活用する



基盤産業としての石油化学産業の社会への貢献
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CO2削減向け素材
低燃費タイヤ 軽量部材 断熱材 消費期限延長

半導体・EV向け素材

封止剤 電子部品包装 絶縁体 EV素材

石油化学産業は人々のくらしと産業に欠かすことのできない製品を提供するエッセンシャルインダストリーかつ、
サプライチェーンの上流に位置する経済安全保障上も重要な基幹産業であり、重要成長分野にも貢献する。
サステナブル社会実現に向けて、これまでの基盤産業の役割を果たしながら、グリ－ンケミカル産業へ構造転換を図る。

ユ－ザ－産業

最終
消費者

グリ－ンケミカル製品

石油化学
産業

グリーン
ケミカル産業

基盤産業

人々のくらしに欠かせない製品
食品包装・衣料・医療・住宅他

あらゆる産業の素材提供
技術基盤

重要成長分野にも貢献

サプライチェ－ン全体での
CO2削減貢献

循環型社会実現への貢献

電池・再生エネルギ－向け素材

リチウム電池 太陽光封止剤 風力発電ブレ－ド 水素パイプライン
セパレ－タ－



20502023
第一段階

既存技術の展開
既存設備高度化

第二段階
革新的技術の
完成・社会実装

グリーンケミカル産業転換のための時系列での方策イメージ
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グリ－ンケミカル化に向けては、既存設備高度化と革新的技術の社会実装の二段階の時間軸となる。
それには企業努力のみならず、サプライチェーン全体での協業および制度設計による、技術革新が必要となる。

 R&D投資
 設備投資
 新規事業化

企業努力

 原燃料調達先
 需要家
 消費者

サプライチェーン
全体での協業

 グリ－ン投資支援 
 グリ－ンケミカル市場創造制度設計

政府目標・マイルスト－ン 2030年
GHG46%削減

2050年
カーボンニュートラル

グリーン燃料

環境負荷低減素材開発

リサイクル

バイオ原料

CCUS

使用技術

カーボン
ニュートラル実現

循環型社会実現

省エネ



グリーンケミカル製品創出のための方策カテゴライズ
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「化学製品そのものの価値」に「環境価値」を加えた製品を「グリーンケミカル製品」と定義する。製品ライフサイクルの
各ステージでの技術開発により、環境価値を付与する方針とする。既に各社で取組みが進捗中である。

環境価値
• 製品の、原材料調達・製造・使用・廃棄・リサイクルのライフサイク
ル全体における、環境負荷の低減度合いを付加価値と捉え、
「環境価値」と定義する。

定義

グリーン燃料
再生可能エネルギ－
• 水素/アンモニア
• 木質チップ

環境負荷低減素材
• 薄肉化、軽量化、耐久性
• CN関連用途部材

リサイクル
• マテリアルリサイクル
• ケミカルリサイクル

バイオ原料
• バイオナフサ
• バイオエタノール 他

CCUS
• CO2原料化
• CO2貯留、他

原材料調達 生産 流通・販売 廃棄・リサイクル

アイ
テム

グリーンケミカル製品

• 「化学製品そのものの価値」に加え、「環境価値」を加えた製品を
「グリーンケミカル製品」と定義する。

製品ライフサイクルステージ・方策カテゴライズ｜Cradle to Grave ゆりかごから墓場まで

グリーンケミカル製品が普及していくためには、化学メーカーのみならず、ユーザ－・最終消費者を含めた社会全体で
「環境価値」の理解・受入が必要 そのためには、「環境価値」の見える化が必要となる
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制度設計に向けての当業界スタンスおよび検討事項

石油化学工業協会8 | ©ALL RIGHTS RESERVED. JPCA

グリ－ン投資促進と国際競争力維持への支援 グリ－ンケミカル市場創出

カ－ボンニュ－トラル・循環型社会実現のためには、リスクの高い巨額の設備投資と原材料・エネルギーの転換が必要であり、製品コストが上昇する。
一方で、事業のグリ－ン化の付加価値に見合ったリタ－ンを得られるかは、現段階では必ずしも明らかとは言えない。
経済性に見合った投資と判断し、スピード感を持って意思決定するよう、民間企業を促すためには、行政府を入れた制度的支援が不可欠である。
また、政策誘導によるグリ－ンケミカル市場創出も重要である。

制度設計における当業界のスタンス

検討事項

 グリ－ンケミカル製品の需要拡大
 ・ 「グリ－ンケミカル製品」の需要家喚起策
 ・ 購入インセンティブ

   ・ 有効な規制手法導入等

1
 構造転換を伴う設備投資支援
  ・ イノベ－ション促進に向けた研究開発への支援措置
・ 初期投資支援：初期投資の負担軽減
・ 生産段階への措置：生産・販売拡大のインセンティブ

 国際競争力を維持できる法整備の拡充
・ 競争条件のイコ－ルフッティング
・  カーボンリーケ－ジ阻止（国境調整措置等）

2

 「環境価値」の見える化
・ 正当な評価基準による「環境価値」の定量化

  ・  バリュ－チェ－ン全体での測定法/認証制度の拡充
・ 国際ルールとの整合性

1

2

企業のグリーン投資の意思決定の後押しおよびグリーンケミカル市場創出を目的とし、設備投資支援・法整備の拡充・
「環境価値」の見える化・グリーンケミカル製品の需要拡大の検討の推進を想定する。



オレフィン製造装置を中心にした今後のサステナブル対応 概要
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リサイクル原料

• エチレン
• プロピレン
• ブタジエン
• ベンゼン
• トルエン 
• キシレン

化石原料
ナフサ・LPG

電気分解
グリ－ン発電

水素

石油・ガス・電力・鉄鋼 産業

グリ－ン
ケミカル
基礎製品

共同利活用 連 携 水

• プラスチック
• 合成ゴム
• 合成繊維原料
• 塗料原料/溶剤
• 洗剤原料

グリ－ン
ケミカル
製品

人工光合成

グリ－ン 燃料
アンモニア・バイオマスバイオ原料

CO2原料

リサイクル原料

グリーン
オレフィン
製造設備

水素

誘導品
製造設備

太陽光 水

今後のコンビナ－トでのサステナブル化にはオレフィン製造装置が鍵となる。サステナブル化最大効果のために、産業セ
クタ－間での連携が必要となる。



サステナブルコンビナートを起点とした地域・社会全体での連携
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カーボンニュ－トラルと循環型社会の地域インフラ拠点として、オレフィン製造設備を中心とした既存コンビナートを「サス
テナブルコンビナート」へと転換する。コンビナート内や関与する産業セクター間での連携スキームの構築が必要となる。

グリーン
オレフィン
製造設備

グリーン
発電設備インフラ設備

グリーン
スチール
設備

グリーン
燃料設備

リサイクル
設備

ユーザー
企業

最終
消費者

リサイクル

コンビナート内
の産業・地域間

連携

コンビナ－ト内
脱化石燃料

炭素循環マテリアル

ユーザー業界と
の産業・地域間

連携

化学プラント起点の
炭素循環マテリアル

地域社会
連携

社会全体
連携

サステナブルコンビナート



参考｜既存の石化コンビナート所在地と産業セクター集積
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堺・泉北
オレフィン製造装置 大阪石油化学

化学品誘導品 三井化学・プライムポリマ－ 等

石油精製 ENEOS・コスモ石油

製鉄 日本製鉄

発電所 堺港・南港 等

水島
オレフィン製造装置 三菱ケミカル旭化成エチレン

化学品誘導品
旭化成・ENEOS・クラレ・日本ゼオン・
日本ポリエチレン・日本ポリプロ・三菱ガ
ス化学・三菱ケミカル 等

石油精製 ENEOS

製鉄 JFEスチ－ル

発電所 玉島・水島 等

周南
オレフィン製造装置 出光興産

化学品誘導品 出光興産・東ソー・トクヤマ・
德山ポリプロ・日本ゼオン 等

石油精製 出光興産

発電所 新小野田 等

大分
オレフィン製造装置 レゾナック

化学品誘導品 ENEOS・サンアロマ－・住友化学・レゾ
ナック・日本ポリエチレン 等

石油精製 ENEOS

製鉄 日本製鉄

発電所 新大分 等

四日市
オレフィン製造装置 東ソー

化学品誘導品
ENEOSマテリアル・出光興産・東ソー・KHネオケム・
JSR・丸善石油化学・三菱ガス化学・三菱ケミカル・
日本ポリプロ 等

石油精製 出光興産・コスモ石油

発電所 四日市 等

鹿島
オレフィン製造装置 三菱ケミカル

化学品誘導品
ENEOSマテリアル・クラレ・日本ポリエチレン・
日本ポリプロ・三菱ガス化学・
三菱ケミカル 等

石油精製 鹿島石油

製鉄 日本製鉄

発電所 鹿島火力・鹿島共同 等

千葉

オレフィン製造装置 出光興産・京葉エチレン・丸善石油化学・
三井化学

化学品誘導品
ENEOSマテリアル・出光興産・JSR・住友化
学・KHネオケム・JNC・デンカ・プライムポマ
－・クラレ・日鉄ケミカル＆マテリアル・UBE 
等

石油精製 ENEOS・出光興産・コスモ石油

製鉄 日本製鉄・JFEスチ－ル

発電所 袖ケ浦・富津 等

川崎
オレフィン製造装置 ENEOS

化学品誘導品 ENEOSマテリアル・サンアロマ－・日本触媒・
日本ゼオン・レゾナック 等

石油精製 ENEOS

製鉄 JFEスチ－ル

発電所 川崎・東扇島・横浜・磯子 等



サステナブル社会実現に向けた国際連携
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CO2排出量増加や海洋プラスチック等の社会課題に対して、日本のグリーンケミカル製品および製造技術導入で貢
献する。更に、グリーンケミカル市場形成に向けた国際評価化・制度設計面で連携を図る。

• 世界トップクラスの省エネ技術
• 高回収率のリサイクル技術/システム
• グリーンケミカル製品の輸出
• 技術供与により、CO2削減・海洋汚染等の社会課題解
決に貢献

製品・技術面での貢献

• グリーン政策の国際評価化・制度設計面で連携

‒ 国際評価化：LCA、CFP
‒ 制度設計：排出権取引、炭素国境調整措置等

政策面での連携
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各社の対応事例｜バイオ原料
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Appendix

三菱ケミカル：バイオマス原料からのエンプラ等

出典：三菱ケミカル対外発表資料

三井化学：バイオマスナフサからバイオプラスチック製造

出典：三井化学HP

出典：旭化成HP

旭化成：バイオエタノ－ルより基礎化学品創出

クラレ：バイオマス原料からの食品包装材料原料

＜PLANTIC（プランティック）＞は、オーストラリアの産学連携
研究から生まれたバイオマス原料由来のガスバリア材です。
2003年の商業化以後、高いバイオマス度が評価され、豪州・
欧米の大手リテイラー、食品メーカーで環境対応素材として採
用が進んでいます。

出典：クラレHP

出光興産・J－オイルミルズ：バイオマス事業構築

出典：出光興産HP

新規バイオエンプラ

バイオマス原料

イソソルバイド

ポリカーボネート
ジオール

コハク酸 等
生分解性プラ

生分解性プラ コンパウンド

出光興産・神戸大学：バイオマスものつくりバリュ－チェ－ン構築
世界トップレベルの微生物開発技術を有する神戸大学に「出光
バイオものづくり共同研究部門」を設立 ～バイオものづくり
バリューチェーン構築に向け、スマートセルの開発を加速～

出典：出光興産HP
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各社の対応事例｜バイオ原料
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Appendix

住友化学：エタノ－ルからプロピレン製造

出典：住友化学HP

出光興産・OPTC・丸紅・：バイオマスPTAサプライチェ－ン構築

出光興産、OPTCおよび丸紅によるバイオマスPTAのサプライチェーン構築
について － ペットボトルなどの原料となるPET樹脂のバイオマス化に寄与

出典：出光興産HP

ENEOS：バイオマス to ペットボトル

出典：ENEOS HP

KHネオケム：バイオマスからオキソアルコ－ル製造

出典：KHネオケムHP

JNC：バイオマス原料を用いた製品製造

バイオマス
の利用

バイオマス原料を用
いた複合繊維や植物
由来原料を配合した
樹脂シート・フィルム
を製造しています。

「熱接着性複合繊維」にて
バイオマスマーク（25%）認証取得
(バイオPE/PET、バイオPE/PLA)

非食用米と石化由来原料を混合した
樹脂シート・フィルム

出典：JNC提供資料
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各社の対応事例｜バイオ原料
Appendix

日本ゼオン：炭素資源循環型の合成ゴム基幹化学品製造技術の開発バイオマス原料からのブタジエン・イソプレン製造

出典：日本ゼオン HP

15 | 石油化学工業協会 ©ALL RIGHTS RESERVED. JPCA

日本触媒：原料のバイオマス化

• 姫路製造所・川崎製造所でISCC PLUS認証取得（マスバランス方式）
• バイオマス原料を使用したアクリル酸や酸化エチレン誘導品も検討中

出典：日本触媒HP

日鉄ケミカル＆マテリアル：マリンバイオマス原料からの炭素材料

出典：日鉄ケミカル＆マテリアルHP

プライムポリマ－：マスバランス方式のバイオマスPP

出典：プライムポリマ－HP
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各社の対応事例｜バイオ原料
Appendix
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UBE：バイオガス等のメタン濃縮

出典：UBE 統合報告書

三菱ガス化学：下水浄化の消化ガス利用のバイオメタノ－ル製造

出典：三菱ガス化学カーボンニュ－トラル戦略説明会資料



各社の対応事例｜ CCU
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Appendix

ENEOS：CO2資源化

出典：ENEOS HP

ガス拡散電極を用いたCO2電解還元技術の研究・開発をさらに進め、
再生可能エネルギーを用いて、CO2から高効率で化学品や燃料などの
有用物質を製造する技術を確立し、CO2の再利用による2050年カー
ボンニュートラル実現への貢献を目指します。

旭化成：CO2を原料にポリカ－ボネ－ト樹脂を製造する技術

出典：旭化成HP 出典：KHネオケム 提供資料

KHネオケム：CO2の回収装置を用いたオキソでのCO2利用旭化成：CO2を原料にEV用バッテリ－の電解液原料を製造する技術

出典：旭化成HP

合成燃料（e‒fuel）は、再生可能エネルギー由来の水素と大気中の
CO2を合成することで生成される液体燃料です。

HIF社と合成メタノール（e‒メタノール）に関する共同検討を開始 

出光興産・HIF社：合成メタノ－ル開発

出典：出光興産HP

JNC：CO2をオキソ技術で利活用

副生
CO2

脱流用水素を製造する際に副生するCO2を原料として、
オキソ反応によりアルデヒド・アルコールの製造を行っています。

油材・各種
添加剤など

出典：JNC提供資料



各社の対応事例｜ CCU
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Appendix

出典：東ソ－・三菱ガス化学HP

東ソ－・三菱ガス化学：CO2からの機能性化学品製造技術の開発
南陽事業所にCO2回収および原料化設備を新設
～イソシアネート製品原料にCO2使用へ～

東ソーは、二酸化炭素（CO2）を回収し、原料として使用する設備
を南陽事業所（山口県周南市）に設置することを決定いたしました
。本設備では、回収したCO2を当社主力製品であるイソシアネート製
品の原料として使用する計画で、2024年秋頃の運転開始を予定し
ております。

東ソ－：CO2回収・原料化設備 新設

出典：東ソーHP

東ソ－：CO2回収用アミンの開発
NOx耐性に優れたCO2回収用アミンの開発
東ソーは、石炭や天然ガス等の化石燃料使用時の燃焼排ガスから
のCO2回収に利用可能な、NOx耐性に優れる高性能なCO2回収
用アミンを開発しました。

出典：東ソーHP

「革新的CO2 分離膜モジュールによる効率的CO2 分離回収
プロセスの研究開発」がNEDO「CCUS 研究開発・実証関連
事業／CO2 分離・回収技術の研究開発／二酸化炭素分
離膜システム実用化研究開発」プロジェクトに採択

東ソ－・九大・東工大・キッツマイクロフィルタ－
CO2分離回収プロセスの研究開発

出典：東ソーHP

トクヤマ・三菱ガス化学：排出CO2からのメタノール製造事業性検討

出典：トクヤマ TCFDレポ－ト

住友化学：CO2原料から高効率にメタノール製造

出典：住友化学HP



各社の対応事例｜ CCU
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三菱ガス化学・AGC：ガラス製造時に発生するCO2のメタノ－ル化

出典：三菱ガス化学カーボンニュ－トラル戦略説明会資料

三菱ケミカル・三菱ガス化学：CO2原料からオレフィン製造

出典：三菱ケミカルHP

レゾナックと日本製鉄、6つの国立大学が連携し、工場排ガスに含まれる低濃
度CO2の分離回収技術開発を本格始動、化学品原料としての利用も視野

レゾナック
日本製鉄株式会社
大分大学
大阪大学
京都大学
千葉大学
名古屋大学
北海道大学

レゾナック・日本製鉄・6国立大学：CO2分離・利用技術

出典：レゾナック HP



各社の対応事例｜ CCS

出光興産・JAPEX：苫小牧地区CCS実現可能調査

出典：出光興産HP
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Appendix

三菱ガス化学他：新潟地区におけるCCUSハブ構想

出典：三菱ガス化学カーボンニュ－トラル戦略説明会資料出典：ENEOS REPORT 統合レポ－ト2023年資料

ENEOS：CCSバリュ－ンの強化・構築



各社の対応事例｜燃料転換
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旭化成：水素製造装置

出典：旭化成HP

ENEOS：水素サプライチェ－ン構築

出典：ENEOSHP

出光興産：アンモニアサプライチェ－ン構築

出典：出光興産HP

Appendix

出典：三井化学資料

丸善石油化学・三井化学：アンモニアクラッカ－東ソ－：バイオマス発電所 新設

出典：東ソ－HP

立地 東ソー　南陽事業所
設備概要 ボイラ－１基　蒸気タ－ビン　他
発電出力 74MW
着工/発電開始 2022年7月　2026年４月　発電開始

南陽事業所全景（中央の赤塗部が発電所新設予定地）

トクヤマ：ブラックペレットの開発用パイロットプラントを建設

出典：トクヤマHP



各社の対応事例｜燃料転換
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日本触媒・三菱重工：水素拡大に向けたアンモニア分解開発

出典：日本触媒HP



各社の対応事例｜製品使用時の環境負荷低減
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Appendix

出典：旭化成建材HP

旭化成：高性能断熱材

地球温暖化係数の低い冷媒を使用する、環境に優しいエアコンのコン
プレッサーには、特殊な潤滑油(冷凍機油）が使用されています。当社
の製品は、この潤滑油の原料として、全世界で使用されています。

KHネオケム：環境に優しいエアコン用 潤滑油原料

出典：KHネオケム HP

クラレのポリアリレート樹脂〈ジェネスタ®〉
は耐熱性、低吸水性、耐薬品性、耐ト
ラッキング性などの特長を有し、軽量化の
ニーズが高まる自動車分野において、摺
動部品や冷却部品、燃料部品など金
属代替での用途拡大が進んでいます。
加えて、EV 化や自動運転技術の進展
などにより、車載電装部品でも採用が拡
大しています。

クラレ：自動車の軽量化に貢献するエンジニアリング樹脂

出典：クラレ HP

クラレが世界に先駆けて開発・工業化したエチレン－ビニルアルコール共重合体〈エバール®〉は高いガスバリア性により、食品、
医療・医薬品、ヘルスケア・化粧品の包装に使用されるほか、自動車のガソリンタンク、工業用パイプ等にも採用されています。
近年では「フードロス削減」が社会的なテーマとなり、食品包装材料での使用が伸長しております。また、サステナビリティの課題の
一つとして、消費経済から循環型経済への移行が進む中、〈エバール〉を使用した包装材料のリサイクル性が認められ、サーキュ
ラーエコノミーに貢献しています。

クラレ：フードロス削減およびサーキュラーエコノミーに貢献するEVOH樹脂〈エバール®〉

出典：クラレ HP



各社の対応事例｜製品使用時の環境負荷低減
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JSR：ディスプレイ材料
JSR では、ディスプレイパネルの製造工程における環境負荷低減を
目指し、低温材料の開発に取り組んでいます。ディスプレイパネルを
製造する過程において、当社の開発した低温材料を使用することで
、性能は従来品とは変わらないまま、230℃の焼成温度を150℃ま
で下げることができます。これにより、約10％のエネルギー消費の抑
制につながるとされています。今後、この低温材料のさらなる普及に
努め、より豊かな社会作りと省電力化に貢献していきます。

出典：JSR HP

デンカ：再エネ部材・超高圧ケーブル・風力発電
デンカの技術で再生可能エネルギーを支える

クリーンな洋上風力で発電された電気を効率よく各地へ運ぶ超高圧
ケーブルの原料となるアセチレンブラックや、風力発電のベアリングボー
ルに使われる窒化ケイ素など、再生可能エネルギーの発展を支える技
術があります。

出典：デンカ HP

自動車排ガス用浄化触媒
ハイシリカゼオライトHSZ®

VOC除去装置における吸着剤
ハイシリカゼオライトHSZ®

東ソ－：自動車排ガス用等吸着剤・触媒

出典：東ソーHP

太陽電池封止材用EVA（エチレン酢酸ビニル共重合体）

再生可能エネルギーの利用を促進し、
GHG排出量削減の実現に貢献

東ソ－：太陽電池封止剤EVA

出典：東ソーHP

樹脂や硬化剤に様々な添加剤を加えコンパウンド化した二次製品で
す。主な用途：電気注型材料、 塗料（粉体、液状、プライマー）
、土木建築接着材料、複合材料マトリックス樹脂など

日鉄ケミカル＆マテリアル：電子・電気・軽量化部材

環境負荷の低いエポキシ樹脂等

出典：日鉄ケミカル＆マテリアルHP

出典：住友化学ESG説明会資料

住友化学：蓄熱材
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UBE：製品使用時の環境負荷低減

出典：UBE 統合報告書

スーパーエンプラを使用した風力発電用部品や風車用炭素繊維、航空機や自動車の軽
量化に貢献する炭素繊維複合材料やガラス長繊維強化ポリプロピレン「ファンクスターTM」、
リチウムイオン二次電池用溶媒、電解液、負極材など、幅広い製品群が使用時の環境負
荷低減に活用されています。

三菱ケミカル・日本ポリプロ：再エネ部材、軽量化部材、電池材料

出典：三菱ケミカルHP・日本ポリプロHP

上段:風車、航空機はHPに使用しているジェネリックな写真、およびファンクスター
下段:左は当社炭素繊維複合材料を使用したトヨタプリウスの後部ドアフレーム。

右は負極材ページの画像

三井・ダウポリケミカル：フ－ドロス削減に貢献する樹脂開発
近年、本来まだ食べられるはずの食品が捨てられてしまう「フードロス」が社会課題となって
います。日本を含む先進国におけるフードロスは、主に流通・消費段階で発生しており、
店頭や家庭での消費期限切れを防ぐことで改善が期待できます。
近年消費期限切れの対策として、欧州のスーパーでは「スキンパック」が広まっています。
スキンパックは通常のラップとは異なり食品をぴったりと包み保存性を高める真空包装です
。当社は、このスキンパック用フィルムの原料として、不定形の内容物に対し高い追従性
を示すハイミラン®樹脂を開発・提供しております。スキンパックされたチルド牛肉は最大
２週間新鮮な状態で食べることができるため、フードロスの対策として大手スーパーマーケ
ットの牛・豚肉包装に採用されました。当社は、ハイミラン®をはじめとする特殊樹脂の特
徴を活かし、今後もフードロス削減に貢献するソリューションの提供を続けてまいります。

出典：三井・ダウポリケミカルHP
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ENEOS・三菱ケミカル： ケミカルリサイクル共同事業

出典：三菱ケミカル・エネオス HP

旭化成・出光興産： ポリスチレンのケミカルリサイクル

東洋製罐グループホールディングスと出光興産が 
プラスチック端材の再資源化に向けた実証実験を開始 

出光興産・東洋製罐：プラスチック端材の再資源化 出光興産・日本通運：使用済物流資材プラスチックの再資源化

日本通運と出光興産が 
使用済み物流資材プラスチックの再資源化に向けた実証実験を開始 

出典：出光興産 HP出典：出光興産HP

レゾナック： ケミカルリサイクルのガス化手法

出典：レゾナック HP

出典：PSジャパンHP

活性炭は、自然環境と生活環境の向上に貢献する重要な素材です。当社は活性炭
の総合メーカーとして、各種原料由来の新炭および再生炭を手掛けています。また、再
生炭においてはその利用価値の訴求および使用拡大により、サーキュラーエコノミーに貢
献しています。

クラレ：活性炭のリサイクルビジネス推進によりサーキュラーエコノミーに貢献

出典：クラレ HP



各社の対応事例｜リサイクル
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デンカ：ポリスチレン ケミカルリサイクル循環モデル

出典：デンカエンジニアリング HP

Appendix

JSR： ディスプレイ材料
JSR では、ディスプレイの配向膜を形成する過程で発生する化学材料の使
用残や使用済み廃液の取り扱いにおいて、お客様の効率的な材料使用を
支援し、環境負荷を低減するため、配向膜のリサイクル事業も立ち上げまし
た。これまでに蓄積した配向膜材料の知見を元に、環境負荷低減と顧客満
⾜度の向上に取り組んでいます。

出典：JSR HP

住友化学・丸善石油化学：廃プラからのオレフィン製造

出典：NEDOグリ－ンイノベ－ション基金事業概略資料

住友化学：マテリアルリサイクルの事業化

出典：住友化学HP

出光興産・商船三井：海洋プラスチックの再資源化
商船三井と出光興産が海洋プラスチックの再資源化に

向けた実証実験を開始 

出典：出光興産 HP

JNC：リサイクル材料を用いた製品製造

リサイクルプラリサイクル材利用
繊維

リサイクル

製造工程で出る副生
材やリサイクル原料
を使用した製品を製
造、販売しています。

リサイクルPETを添加した複合繊維を
製造、販売しています。

PP/PEメーカーで発生した樹脂を、
環境に配慮した形で再生し、

市場のニーズに合った製品の供給を
目指しています。

出典：JNC提供資料
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三菱ガス化学： 廃プラのガス化及びメタノ－ル化

出典：三菱ガス化学カーボンニュ－トラル戦略説明会資料

日本ゼオン：シクロオレフィンポリマーのリサイクル
日本ゼオン、独自のシクロオレフィンポリマーリサイクル技術を確立 
～高岡工場内に2024年リサイクルプラント稼働予定～ 

出典：日本ゼオン HP

東ソ－：複合プラスチックのマテリアルリサイクル助剤
異種のプラスチックから成る製品のリサイクルはプラスチック同士が混ざり合わない
ことが課題だが、メルセンＳを添加して相溶性（混ざり合う性質）をコントロー
ルすることでリサイクル可能。メルセンＳはリサイクル樹脂の物性低下（強度等
）を抑制でき、また成形時の増粘や黄変、フィッシュアイ等を低減する効果もあ
る。花王(株)製品（衣類用液体洗剤などの詰め替えパック）をリサイクルする
際の助剤としての採用が決定。

出典：東ソーHP

国内初となる廃プラスチックのガス化及びメタノール化実証事業を開始
ー純度・清浄度が低く、リサイクルが困難なプラスチックからのメタノール製造技術実証を開始
ー環境省「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循環システム構築実証事業」に採択
ー神鋼環境ソリューションが大阪エコタウンにてパイロット装置を建設し、運転開始
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半導体向け JNC：プリテッド・エレクトロニクス
感光性材料やポリイミド材料の開発で培ったJNCの先端技術と
知見をもとに、次世代の製造技術として注目度の高いインクジェ
ット印刷、フレキソ印刷およびスクリーン印刷等のパターニング可
能な印刷法に対応した光硬化性材料や熱硬化性ポリイミド材
料を開発・製造しています。適用先としては、プリント配線板やタ
ッチパネルに用いられる絶縁材料、コンデンサや半導体製造過程
に使用できる立体構造形成・マスキング材料が挙げられます。

出典：JNC HP

Appendix

半導体向け JSR：フォトレジスト

出典：JSR HP

JSR は半導体の回路形成に必要なフォトレジストを提供しています。石油化学
製品であるポリブタジエン環化ゴムから感光性樹脂の可能性を見出し、フォトレジ
スト開発を始めました。昨今の情報化社会を支える通信技術の進展に伴い、半
導体の高性能化、省電力化が求められており、半導体の回路配線の微細化が
継続的に進められています。JSR はその微細化に必要なフォトレジストなどの高性
能な材料供給を通じて、今後もサステナブルな社会の実現に貢献していきます。

半導体向け 日鉄ケミカル＆マテリアル：プリント配線基板等

出典：日鉄ケミカル＆マテリアル HP

半導体製造で使用される薬液の貯蔵・輸送容器には高いクリー
ン性が求められる。当社は独自の高活性触媒を用いた重合プロ
セスにより、不純物を低減した高クリーンＨＤＰＥを開発。半導
体の市場成長や微細化の進展に伴い、高純度薬品の需要が
伸長。高純度薬品容器用HDPEの需要も拡大。拡販に向け
設備改良等を実施し、生産体制を整備。

半導体向け 東ソ－：高純度薬品容器用ポリエチレン

出典：東ソーHP

半導体向け トクヤマ：電子工業用高純度IPA
IPA SEは電子工業用グレードのイソプロピルアルコール（IPA）です。
プロピレンと水とを直接反応させる独自の製法で製造するIPAから一貫
生産することにより不純物を徹底的に低減し、99.99%以上の高純度
を実現しました。半導体、ガラス基板など電子デバイスの洗浄、乾燥に
適しています。トクヤマは、日本・台湾・シンガポール・中国に出荷拠点を
もち、最先端の半導体メーカーへの供給体制を強化しています。

出典：トクヤマHP

半導体向け トクヤマ：ポジ型フォトレジスト用現像液
半導体ウエハーに回路を形成するフォトリソグラフィ工程（現像）で使用される
薬剤です。SDシリーズは金属イオンや塩素イオンなど不純物が非常に少ない
高純度品です。切れ味のシャープな配線パターンを作ることができるため、微細
な加工に適しています。また、有機・強アルカリ性の液体であるため、無機アルカ
リの代用としても使用可能です。トクヤマは、日本・台湾・シンガポール・中国に
出荷拠点をもち、最先端の半導体メーカーへの供給体制を強化しています。

出典：トクヤマHP

絶縁性に優れ、難燃性や耐熱性も高く、プリント配線基板、半導体の封
止材料やパッケージ基板など、電機・電子分野向け用途が広がっていま
す。また、環境に配慮したハロゲンフリー難燃エポキシ樹脂もラインナップし
ています。主な用途：プリント配線基板、半導体封止材、トランス用注
型材、コイル絶縁塗料など
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半導体向け超薄型フィルム状接着剤
ダイボンディングフィルムは、半導体チップの接着に不可欠な超薄型フィルム
状接着剤です。「ダイシング・ダイボンディング一体型フィルム」は、ウエハから
半導体チップを切り出す際に使用するダイシングテープの機能を併せ持つ一
体型フィルムで、ウエハ裏面へのフィルムの貼付けを一度に行うため、お客さ
まの製造工程の短縮に貢献しています。

半導体向け レゾナック： 超薄型フィルム状接着剤

出典：レゾナックHP

半導体向け 三菱ケミカル：部品・化学品・サービス
半導体製造装置のためのスーパーエンプラ製部品や炭素繊維複合
材料製の部品、半導体製造プロセスに使用されるフォトレジスト用ポリ
マーやエッチング液などの各種化学品・洗浄剤・フィルム製品、合成石
英、また精密洗浄やウエハの再生サービス、次世代パワー半導体に使
用される窒化ガリウム（GaN）など、数多くの製品・技術で半導体業
界に貢献しています。

出典：三菱ケミカル HP

左：半導体製造プロセス中のバキュームエッチングチャンバー。ここでMCAMのSemitron
MPR1000製品（ポリアミドイミドの成形品）が高耐久部品として使用されています。
中：炭素繊維複合材料で製造したウエハ搬送ロボットのハンド部品
右：GaN基板

半導体向け 日鉄ケミカル＆マテリアル： 積層板材料
1989年に世界で初めて2層FCCL（無接着剤銅張積層板） の実用
化に成功。高機能フレキシブルプリント配線板向けに、現在も世界トップ
シェアを誇る主力製品です。
独自の設計・合成技術によるポリイミド樹脂の特性を生かし、高屈曲、微
細回路形成などの用途に加え、狭い筺体への折り曲げ実装など、柔軟性
が求められる用途へも対応します。

出典：日鉄ケミカル＆マテリアル HP
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旭化成グループは、LIB用湿式セパレータ「ハイポア 」としてポリオレフィン
微多孔膜（基材膜）と基材膜の上にセラミック等を塗工した膜（塗工
膜）の2種類の製品を供給しております。当社は『中期経営計画2024 
～Be a Trailblazer～』において、LIB用セパレータ事業を含む「蓄エネ
ルギー」をグループの次なる成長を牽引する事業である10のGrowth 
Gear（“GG10”）の1つに位置付けており、電気自動車等の車載用途
を中心に急速に成長しているLIB用セパレータ市場の旺盛な需要に対応
すべく積極的な製造能力拡大を行っています。

リチウム電池向け 旭化成： 電池セパレ－タ－

出典：旭化成 HP

リチウム電池向け 東ソ－： 正負極材
東ソーでは、有機、無機、高分子、バイオなど幅広い領域でLIB関
連の事業および研究開発を展開しており、LIBの高容量化について
、高容量Liリッチマンガン酸化物正極材およびSi系負極材の開発を
進めています。現状、２倍の容量を有するLIBの提案を検討しており
、今後もさらなる容量アップへのチャレンジを行っていきます。

出典：東ソ－ HP

リチウム電池向け JNC：リチウム電池材料

リチウムイオン電池はポータブル電子機器を支える主要技術になっており、
近年の電気自動車の急激な成長も支えています。当社では、５G社会
の実現に欠かせないリチウムイオン電池材料として、高容量、長寿命の負
極材の共同開発を行っています。

出典：JNC HP

リチウム電池・EV向け UBE： 炭酸ジメチル

電解液ピュアライト®、パワーライト®

出典：UBE HP

ノートパソコンや携帯電話用に需要が急増しているリチウムイオン
二次電池（LIB）の電解液に使用されます。今後はハイブリッド
車（HEV）やプラグインハイブリッド車（PHEV）等にも需要が
期待できます。LIB電解液用炭酸ジメチルとしては、品質的に当
社品がデファクトスタンダードとなっています。

Appendix

リチウム電池向け デンカ：ＬｉＢ・次世代電池用導電材料
金属不純物を極限まで低減した当社の超高純度アセチレンブラック「DENKA 
BLACK Li」は、電気導電性と電解液の保液性に優れるとと共に、金属不純
物由来の電池短絡を防ぎ、電池不良率を格段に改善させることが可能で、リ
チウムイオン二次電池・次世代電池向の導電材料として広く用いられています

出典：デンカ  HP

燃料電池向け 日鉄ケミカル＆マテリアル：燃料電池用触媒担体

出典：日鉄ケミカル＆マテリアル HP

オリジナルの技術により開発した、ナノサイズの多孔質構造を持つ新規炭素材
料です。高い導電性や耐久性などの機能を生かし、次世代の環境対応型自
動車として注目を集めている、燃料電池車用の触媒担体として採用されるとと
もに、新たな応用展開も進めています。

多孔質炭素材料（燃料電池用触媒担体）



リチウム電池向け UBE： 電池セパレ－タ－

出典：UBE HP

宇部マクセルのセパレータは乾式製法による均一な微細孔構造を持つポリオレフィン多孔
フィルム。主にリチウムイオン電池を構成する部材として、長年、幅広い分野で多数の採
用実績があります。当社セパレータは高い安全性と高入出力特性が求められる電気自動
車（EV）やプラグインハイブリッド車（PHV）、ハイブリッド車（HV）向けリチウムイオン
電池を始め、昨今無人搬送車（AGV）や定置型蓄電システム（ESS）などの様々な
分野でニーズの高まっている高速充放電にも適しております。
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出典：各社ホームペ－ジ

No. 企業名（五十音順） 参照URL

1 旭化成株式会社 サステナビリティ・ビジョン―旭化成グループが目指す姿 | サステナビリティ | 旭化成株式会社 (asahi-kasei.com)

2 出光興産株式会社 出光興産 サステナビリティサイト (idemitsu.com)

3 ENEOS株式会社 ESG｜企業情報｜ＥＮＥＯＳ (eneos.co.jp)
ENEOSグループ｜カーボンニュートラル基本計画 (eneos.co.jp)
ENEOS REPORT 2023｜総合レポート (eneos.co.jp)

4 株式会社ENEOSマテリアル 環境・安全・品質に関する情報 | ＥＮＥＯＳマテリアル (eneos-materials.com)

5 株式会社クラレ サステナビリティウェブサイト | kuraray

6 KHネオケム株式会社 サステナビリティ | ＫＨネオケム株式会社 (khneochem.co.jp)

7 サンアロマ－株式会社 サステナビリティ｜サンアロマー (sunallomer.co.jp)

8 JSR株式会社 サステナビリティ | JSR株式会社

9 JNC株式会社 サステナビリティ | JNC株式会社 (jnc-corp.co.jp)

10 住友化学株式会社 サステナビリティ | 住友化学株式会社 (sumitomo-chem.co.jp)

11 デンカ株式会社 サステナビリティ | デンカ株式会社 (denka.co.jp)

12 東ソー株式会社 CSR｜東ソー株式会社 (tosoh.co.jp)

13 株式会社トクヤマ サステナビリティ | CSR | Tokuyama

Appendix

https://www.asahi-kasei.com/jp/sustainability/about_sustainability/
https://sustainability.idemitsu.com/ja?_gl=1*1isyxxh*_ga*MzkxMjc0Njc5LjE2MjYxNTI2NDc.*_ga_FNDS1WEPMY*MTcwMTY0OTI1Ni4zLjAuMTcwMTY0OTI1Ni42MC4wLjA.
https://www.eneos.co.jp/company/csr/
https://www.hd.eneos.co.jp/company/system/pdf/e_hd_jp_ot_fy2023_01.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/5020/ir_material_for_fiscal_ym3/142283/00.pdf
https://www.eneos-materials.com/environment/
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2023/Scope1_2
https://www.khneochem.co.jp/sustainability/
https://www.sunallomer.co.jp/csr/index.html
https://www.jsr.co.jp/sustainability/
https://www.jnc-corp.co.jp/sustainability/
https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/
https://www.denka.co.jp/sustainability/
https://www.tosoh.co.jp/csr/
https://www.tokuyama.co.jp/csr/activities.html
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出典：各社ホームペ－ジ

No. 企業名（五十音順） 参照URL

14 日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社 サステナビリティ | 日鉄ケミカル＆マテリアル (nipponsteel.com)

15 株式会社日本触媒 サステナビリティ | 日本触媒 (shokubai.co.jp)

16 日本ゼオン株式会社 サステナビリティ | 日本ゼオン株式会社 (zeon.co.jp)

17 日本ポリエチレン株式会社 サステナビリティ | 日本ポリエチレン株式会社 (j-polyethylene.com)

18 日本ポリプロ株式会社 サステナビリティ | 日本ポリプロ株式会社 (j-polypropylene.com)

19 株式会社プライムポリマ－ サステナビリティ | プライムポリマー株式会社 (primepolymer.co.jp）

20 丸善石油化学株式会社 環境分野への貢献｜実現するアウトカム｜丸善石油化学株式会社：サステナビリティ (chemiway-csr.jp)

21 三井化学株式会社 サステナビリティ | 三井化学株式会社 (mitsuichemicals.com)

22 三井・ダウ ポリケミカル株式会社 SDGs｜三井・ダウポリケミカル株式会社（mdp.jp）

23 三菱ガス化学株式会社 サステナビリティ | 三菱ガス化学株式会社 (mgc.co.jp)
IRライブラリ（最新IR資料・IR資料一覧） | 投資家情報 | 三菱ガス化学株式会社 (mgc.co.jp)

24 三菱ケミカル株式会社 サステナビリティ｜三菱ケミカルグループ株式会社 (mcgc.com)

25 UBE株式会社 サステナビリティ | ＵＢＥ株式会社 - UBE Corporation

26 株式会社レゾナック サステナビリティ | レゾナック (resonac.com)

各社のサステナビリティ社会実現への対応
Appendix

https://www.nscm.nipponsteel.com/sustainability/index.html
https://www.shokubai.co.jp/ja/sustainability/
https://www.zeon.co.jp/csr/
https://www.j-polyethylene.com/sustainability/
https://www.j-polypropylene.com/sustainability/
https://www.primepolymer.co.jp/jp/sustainability/index.html
http://www.chemiway-csr.jp/outcome/environment/
https://jp.mitsuichemicals.com/jp/sustainability/index.htm
https://www.mdp.jp/en/asset/pdf/rc_2021_02.pdf
https://www.mgc.co.jp/csr/
https://www.mgc.co.jp/ir/library/
https://www.mcgc.com/sustainability/
https://www.ube.co.jp/ube/jp/sustainability/index.html
https://www.resonac.com/jp/sustainability?intcid=glnavi_jp_sustainability
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